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研究成果の概要（和文）：　18歳選挙権時代の主権者教育のあり方を、15歳から20歳までの主権者移行期間にお
いて一貫した教育を施せる工業高等専門学校において、歴史学、哲学・倫理学、社会学等を専門とする各分担研
究者間で考察し、その理念に基づいた新たな教育カリキュラムを開発を行った。
　具体的な成果としては、『新居浜工業高等専門学校紀要』第54巻及び第55巻に論文４編を掲載した。加えて公
開研究授業と研究例会を毎年開催し、それらを通じて分担研究者による主権者教育授業実践例について発表、意
見交換を行い、これらの３年間の活動の集大成として、平成31年３月に「研究成果報告書」を作成し頒布した。

研究成果の概要（英文）： In 2015, Japanese government decided to give right to vote for all of 
Japanese more than 18 years old. But Japanese high school can't give useful education of 
citizenship, because 18 years old students are very busy in studying for entrance exam to university
 or company. Then we have tried to develop new educational curriculum for citizenship education in 
national college of technology, that gives 5 year education for students.
 As a research result, we could publish 4 papers in Bulletin of the National College of Technology 
Niihama. And we could hold workshop class of social study subjects and total conference for this 
research project in each fiscal year by 3 times.Through these research activities, we have developed
 many example of class for social study subjects and published final result report for this research
 project in march 2019.
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研究成果の学術的意義や社会的意義
　通常の高校や大学では大学受験勉強や就職活動で分断されてしまい、継続的な主権者教育が困難な18歳の学生
たちに対して、５年一貫で継続した教育が可能であり、また高校の教育指導要領に縛られない高等専門学校にお
いて、１８歳選挙権時代に対応した新たな社会科カリキュラムの開発を行った。
　本研究においては、１８歳選挙権や政治参加に対する学生たちの考えをアンケート調査によって明らかにし、
その実情に基づいて新たな時代にふさわしい「省察的主権者」の理念を実現しうる授業の実践例を多数開発し、
「新居浜高専紀要」等で公開している。
　いずれの例も幅広く高校や大学での新たな主権者教育の参考にすることが可能である。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
 
 2015年の公職選挙法等の一部改正により、新たに有権者となる 18歳以上の学生に対する主
権者教育が喫緊の課題とされている。そのためにも 18 歳前後の学生を継続して教育可能な高
等専門学校（以下、高専）では、社会科において科目横断的な一貫教育が求められている。 
 
２．研究の目的 
 
 高専（16 歳～22 歳）において、計画→実施→評価→改善のマネジメント・サイクルの視点
から公開研究授業などを行い、①市民社会の形成者としての資質（市民性）や、②参加型民主
主義の実践者としての知識・技能を養うためのカリキュラムを先行的に開発する。 
 
３．研究の方法 
 
 本共同研究は、新居浜高専を中心とし、徳山高専、神戸市立高専、大阪府大高専の４高専と
甲南大学、名古屋学院大学の２大学に属し、哲学・倫理学分野、政治学・社会学分野、歴史学
分野を専門とする９名の社会科系教員の分担協力により実施する（平成 30 年度より分担研究
者の芥川祐征は岐阜大学に転籍）。 
 各研究者の担当授業・専門領域に応じたカリキュラム開発と授業実践を行い、それらの活動
を定期的な研究会や公開授業の実施によって、情報交換・共有と授業内容の改善を行い、18歳
選挙権時代にふさわしい新たな主権者教育カリキュラムを開発する。」 
 
４．研究成果 
 
 18 歳選挙権時代の主権者教育のあり方を、15歳から 20歳までの主権者移行期間において一
貫した教育を施せる工業高等専門学校において、歴史学、哲学・倫理学、社会学等を専門とす
る各分担研究者間で考察し、その理念に基づいた新たな教育カリキュラムの開発を行った。 
 具体的な成果としては、『新居浜工業高等専門学校紀要』第 54 巻及び第 55巻に論文４編を掲
載した。加えて公開研究授業と研究例会を毎年開催し、それらを通じて分担研究者による主権
者教育授業実践例について発表、意見交換を行い、これらの３年間の活動の集大成として、平
成 31 年３月に「研究成果報告書」を作成し頒布した。 
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